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• 韓国では国民全員がID番号を保持
• 国民はID（コード番号およびパスワード）により個々のワクチン

歴および関連情報をウェブ上より閲覧可能
• 保健所（PHC）は個々の住民に関する予防接種の情報を当該

ウェブサイトに登録することが求められている（実際には約
50%程度の登録）

• 民間医療機関も当該ウェブサイトに情報を登録可能で、登録
率は増加中（50%強）
– 約10,000の民間医療機関で予防接種を実施しており、
うち 6,000～ 7,000がウェブサイトに情報を登録

– 新しいワクチン（Rota, pneumococcal, HPV, etc）は、民
間医療機関でのみ接種可能

– 電子カルテを一般的に使用
• 医療従事者は予防接種の副反応に関する警報をウェブサイト

より見ることが出来る。
• 韓国の予防接種安全性管理体制は以下の4つより構成：

– 迅速対応システム（rapid response system）
– AEFIサーベイランスシステム
– AEFI調査チーム
– 予防接種被害補償システム（Vaccine Injury 

Compensation System）
• AEFIの報告は2005年より増加

– オンラインの報告システムの導入以降
– 一般の方による参加

• 韓国NIP（約40～50名）: 常勤11名、非常勤の研究者20名、
コールセンターおよびインターン15名、その他

韓国の予防接種安全性管理体制まとめ

予防接種後健康被害審査の効率化に関する研究（分担研究者砂川富正）資料より
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予防接種後健康被害審査の効率化に関する研究（分担研究者砂川富正）資料より



予防接種後健康被害 in CANADA

健康被害報告・評価制度
システム： CAEFISS                                      
the Canadian Adverse Event 
Following Immunization 
Surveillance System

サーベイランス： IMPACT                             
the Immunization Monitoring 
Program ACTive

評価：ACCA                                                   
the Advisory Committee on 
Causality Assessment

健康被害補償制度
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インフルエンザ
ワクチンの接種

予防接種後健康被害審査の効率化に関する研究（分担研究者田中敏博）資料より


